
富田林市の地域公共交通の課題は？
　本市には、左表のとおり鉄道、路線バス、コミュニティ
バス、タクシーなどの地域公共交通が運行しています。
　本市の地域公共交通で向き合うべき課題として、「高
齢者人口が増加するなか、頼るべき移動手段がなく外出
に困ることがある」、「全国で発生している高齢ドライバー
による死亡事故などもあり、このまま自動車を運転し続
けられるか不安」、「鉄道の駅勢圏、路線バスのバス停圏
でカバーされない交通不便地域が残存する」など、地域
公共交通サービスに求められる役割が高まっています。
　しかし、これらの役割を果たすためには、交通事業者
だけで地域公共交通を支えることが厳しい環境となって
おり、市民の皆さんと一緒に守っていくことが求められ
ています。

みんなで利用して、もっと便利な地域公共交通へ

問道路交通課（内線416、417）

地
域
公
共
交
通
と
は
？

　
地
域
公
共
交
通
と
は
、
通
勤
・

通
学
や
通
院
、
お
買
物
な
ど
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移

動
な
ど
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
鉄

道
や
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
い
い
ま
す
。
地
域
公
共
交
通
は
、

安
心
・
安
全
な
移
動
手
段
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
全
国
的
に
公

共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
減
便
や
廃

線
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
業
者
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
移
動
手
段
を
確
保
す
べ
く
、
そ

の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
運

賃
の
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
本
市
の

地
域
公
共
交
通
に
と
っ
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
地
域
公
共
交
通
を
い
つ

ま
で
も
安
全
で
安
心
な
移
動
手
段

と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、私
た
ち

に
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特集２

　私たちの大切な移動手段を守るため、電車・バス・タクシー
などの地域公共交通に乗って、お出かけしませんか？

健康にやさしい環境にやさしい

家計にやさしい交通事故の加害者にならない

　地域公共交通は一度にたくさんの人
を運ぶので、渋滞緩和や環境改善につ
ながります。

　近距離での移動や、お出かけの頻度
が少ない場合は、自家用車を維持する
よりも費用が安くなることがあります。

　地域公共交通を利用すると、自ら運
転をしないので、事故の加害者になり
ません。

　自宅や目的地からバス停や駅まで歩
く習慣が身につくので、健康増進につ
ながります。

種類 交通事業者 路線・駅など

鉄道
近畿日本鉄道

近鉄長野線（喜志駅・
富田林駅・富田林西
口駅・川西駅・滝谷
不動駅など）

南海電気鉄道 南海高野線（金剛駅・
滝谷駅など）

路線バス、
コミュニ
ティバス

近鉄バス
金剛自動車（バス）

近鉄富田林駅・喜志
駅を起終点

南海バス 南海金剛駅を起終点

レインボーバス 近鉄富田林駅と金剛
連絡所を結ぶ

タクシー
大阪第一交通
近鉄タクシー
金剛自動車（タクシー）

市内全域

本市を運行する地域公共交通

地域公共交通のメリット

4広報とんだばやし2023年５月号



 

大阪狭山市

堺市 羽曳野市

太子町

河南町

千早赤阪村

河内長野市

至 大阪阿部野橋

金剛駅金剛駅

富田林駅富田林駅

喜志駅喜志駅

富田林西口駅富田林西口駅

川西駅川西駅

滝谷駅滝谷駅

滝谷不動駅滝谷不動駅

市内８カ所の
交通不便地域の解消

市内８カ所の

沿線市町村と連携した

沿線市町村と連携した
路線の維持・確保

バス路線の

バス路線の
維持・活性化

鉄道駅を拠点とした
移動環境の活性化

鉄道駅を拠点とした

交通不便地域の解消

路線の維持・確保

維持・確保

移動環境の活性化

東西交通の円滑化

鉄道

バス路線(東部)

バス路線(西部)

都市拠点

交通不便地域

地域拠点

広域バス路線

0 2km

地
域
公
共
交
通
の
将
来
像

「
富
田
林
市
地
域
公
共
交

通
計
画
」
を
策
定

　
地
域
公
共
交
通
の
め
ざ
す
べ
き

将
来
像
を
「
す
べ
て
の
市
民
が
安

全
に
安
心
し
て
快
適
に
移
動
で
き

る
ま
ち
」と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
交
通

に
関
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、
そ

れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
３
月

に
「
富
田
林
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
に
記
載
し
た
主
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー

◆近鉄富田林駅と南海
金剛駅間の東西交通を
円滑に移動できるよ
う、乗継割引の制度設
計に取り組みます。

路線バスの乗継利便路線バスの乗継利便
性の向上性の向上

◆交通不便地域におい
て、地域主体型の地域
公共交通を導入できる
よう、地域住民と協働
して取り組みます。

地域特性に応じた新地域特性に応じた新
たな交通資源の導入たな交通資源の導入
検討・導入支援検討・導入支援 ◆路線バスとの重複を

解消するため、レイン
ボーバスを見直しま
す。また、見直しによ
り確保した財源で、他
の公共交通施策に活用
します。

レインボーバスの見直しレインボーバスの見直し

◆高齢者などの免許返
納を推進し、併せて運
賃補助などの制度を検
討します。

高齢者・障がい者な高齢者・障がい者な
どへの移動支援どへの移動支援

◆地域公共交通をより
親しみやすく、利用し
やすいように、商業施
設や観光施設などの情
報を盛り込んだバス
マップとして刷新しま
す。

バスマップの刷新バスマップの刷新

◆病院などの施設送迎
バスの路線バスへの統
合、また、各施設にお
ける地域公共交通の活
用を推進します。

地域公共交通と施設地域公共交通と施設
送迎バスの役割の明送迎バスの役割の明
確化確化

地域公共交通の将来像

地
域
公
共
交
通
を
守
り

育
て
る
た
め
に

　
地
域
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
が

地
域
公
共
交
通
を
利
用
し
、
支
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
家
用
車
は
、
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
直
接
、
ま
た
、
い
つ
で
も

自
由
に
移
動
で
き
る
た
め
、
私
た

ち
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
で
す
。
し
か
し
、
運

転
者
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
目
的
地
に
よ
っ

て
、
渋
滞
が
頻
発
す
る
道
路
を
利

用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
点
、
地
域
公
共
交
通
で
は

そ
の
よ
う
な
心
配
は
な
く
、
心
に

余
裕
を
持
っ
て
外
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
を
守
る
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
自
家
用
車
と
地
域

公
共
交
通
を
上
手
に
使
い
分
け
、

み
ん
な
で
地

域
公
共
交
通

を
利
用
し
て

い
き
ま
せ
ん

か
。
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